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Abstract

Sports have the posture which is proper to the each sports. In the basketball, a posture of the ball

holder is named “Tldple Threat". It is the posture which the player can do shot, pass or dribbling

immediately,holding a ball under the jaw in the knee bendso A research about the biomechanical analysis

of this posture doesn't exist as much as the shot fbm or the postllre of the defendero The purpose of this

research was analyzing`T五ple′rhreat'posture and testing the eibctiveness of it。

As a result,attack time was fast in posture signiicant in l%of levels(About 20 msec).A precedent

research,it is the il』uence by the winding of kneeloint and cervical― parto This research admit it too,

diFerence in posture or not―postureo An orbit Of the ball was tended to be stable in postureo Therefore,

assunling a posture lend to attack ume fast and an orbit of the ball was stable.

I目 的

今 日、小 0中学生のバスケットボールの現状を

見ると、ディフェンス(以下 DEF)の 構えについて

はかな り浸透 してお り、多 くのプ レイヤーは指導

教本り 示`す例に近い構えができているように感 じ

る。一方で、オフェンス(以下 OFE)の ボール保持

者が取る構え(トリプルスレット)は、DEFの 構え

ほど浸透 していないように感 じる。 トリプルスレ

ッ トとは、バスケッ トボール指導教本
うによると

「膝を深 く曲げ、ボールをあごの下に構える。そ

こからシュー ト、パス、 ドリブルのいずれにも即

座に対応できる構え。」とある。そもそも構えとは、

藤原
つによると、「体の各部位がお互いにどのよう

な位置関係になっているかを表 している。 したが

つて、頭部、体幹、四肢の各部分の相対的な位置

関係を関節角度によって表示することができる。」

とある。

DEFの 構えができているのに対 し、OFEの 構え

ができていない理由を考えると、1つに DEFの 構

えほどその有効性が明らかにされていないことが

挙げられる。DEFの 構えについては、動作解析や

反応時間等に関する先行研究2)3)は数多 く見受け

られる。一方、OFEに ついては、シュー ト動作や、

ボールの投射角度についての先行研究4)5)は存在

するのだが、それ らの動作の土台 となる構えその

ものについての研究は見あたらない。

そこで本研究では、ボール保持者の構 えの有無

でどのような違いが表れるかキネマティクス的に

検証 し、構えの有効性を示すことを目的 とする。

Ⅱ方法

1.被験者について

C大 学男子バスケットボール部員H名 (身長1.7

6±0。06m、 体重67.0±7.85kg、年齢21.7±1。01

歳、競技歴8。27±3。61年)で 、いずれ も健康な青

年男子である。
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2.試技について

フリースローライン上から、7.5m離 れたゴー

ル裏に設置 した刺激 ランプによる合図でジャンプ

シュー トを行つた。試技は2種類で、合図と同時に

素早 くシュー トを行 う試技を 「単純反応」 とし、

上矢印のみシュー トを行い、他の合図では動作を

行わない試技を 「選択反応」 として、それぞれ構

え有無の計 4通 りを各5回ずつ行つた。なお、構え

における各関節角度については細かい指示を行わ

ず、「す ぐに動ける姿勢」に構えるよう指示 した。

また、各試技について被験者 自身に5段階の自己評

価を行わせた。

3.撮影条件について

被験者の動作はハイスピードカメラ(200ゎs,デ

ィテクト社製)によつて、ボールの軌道は民生用カ

メラ(30ゎs,ⅥCtOr社製)によつてそれぞれ左側方

から、刺激合図からボールがリングに当たるまで

を撮影した。撮影状況を図1に示す。

ハイスピード

図 1 実験の場の設定

4。分析について

Mathematica(Wol缶lm Research社 製数値演算処

理ソフ ト)を用いて、以下の項 目を算出した。

1動 作開始時間 2動 作時間 3沈 み込み時間

4膝 関節角度  5股 関節角度 6頸 部角度

7膝 関節屈曲角速度  8股 関節屈曲角速度

9ボ ールの最高到達点

なお、沈み込み時間 とは動作開始か ら最大膝

関節屈曲までの時間とした。また、構えの各関節

角度についての条件を図 2に 示す。

5.統計処理について

各試技の比較には対応のない t検定を用い、ま

たシュー トの最高到達点の比較にはχ
2検

定を用い

て分析を行つた。

図 2 構えの関節角度について

θl=頸 部角度、 θ2=股 関節角度

θ3=膝 関節角度

Ⅲ結果

1.動作開始時間および動作時間について

結果を図3に示す。単純反応、選択反応それぞれ構

えの有無で比較したところ、両条件において動作開始

時間 ・動作時間とも1%レベルで有意に構えありが速

いという結果となつた。動作開始時間については、構

えありで平均20msec短縮 しており、最大で42ms∝ 短

縮 した。動作時間については、構えありで平均約130

msec短縮し、最大で315msec短縮した。

2.構えの有無で動作開始時の各関節角度について

動作開始時の各関節角度 を比較す ると頸部、

膝関節、股関節のいずれにおいても1%レ ベルで有

意に構えありが小 さかつた。構えの頸部角度は平

均157±16.9°、膝関節角度は平均H7± 12。4°、

股関節角度は平均114±17.1°で、全員が 「膝を曲

げる」事を意識 していた。
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図3 シュー ト動作時間の比較 士士PKO.01
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図 4 構えおよび最大沈み込み時の各関節角度
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た。逆に角度変化が23° と最 も大きかった被験者

は動作時間が全体平均よりも60msec遅 かった。構

えおよび最大沈み込み時の各関節角度の結果を図4

に示す。

3.構 えの有無で膝関節および股関節の屈曲角速度

について

角速度について比較 した ところ、構 えな しの

屈曲動作が両群 ともに1%レ ベルで有意に速かっ

た。各関節角速度の比較を図5に 示す。

4.ボールの最高到達点について

本研究の分析では有意差は認められなかった。よ

つて構えはシュー トの軌道に関して影響を及ぼさない

という結果となった。

Ⅳ考察

1.動作開始時間および動作時間について

藤原の先行研究
つでは、動作開始時間は 「構え姿勢

の中で、頸部と膝関節屈曲の影響が最も大きく、反応

時間が約20msec短 縮する」と述べられている。本研

究でも、構えの有無で頸部と膝関節角度に1%レ ベル

で有意差が認められた。そのため本研究において構え

ありの動作開始時間が20msec短 縮 した事は、先行研

究の結果と同様に頸部、膝関節屈曲が関わつていると

考えられる。

構えの有無の動作時間全体の差のうち、沈み込み動

作に要する時間が全体の95%以 上を占めていた。すな

わち、構えありの場合には、予め膝関節を屈曲してお

く事で、沈み込み動作が小さくなっていたと考えられ

る。そのため予め構えておき、頸部および膝関節を屈

曲させる事で、動作開始時間 ・動作時間が短縮すると

言える。

2。各関節角度の変化について

構 えの有無で動作開始時の各関節角度に差が

生 じていた。その後、膝関節角度は、構えの有無

に関わ りなく約95° まで屈曲して沈み込み、そこ

から伸び上が リジャンプ動作に移つていた。その

ため膝関節角度は動作開始時間や動作時間に影響

を与えることは明らかになつた。 しか し、最大沈

み込み時の角度差がないことか ら、膝関節屈曲動

作がシュー ト動作全体や筋力発揮等に与える影響

角速度

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0 プ島…1
構えなし   構えあ り   構えなし   構えあ り
膝関節    膝関節     般関節    般関節

図 5 沈み込み動作における各関節角速度の比較
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次に最大沈み込み時の各関節角度を比較する

と、膝関節角度には有意差は見 られなかったが、

股関節角度では構えありが1%レベルで有意に小さ

かった。構えあ りの特徴 として、股関節角度が動

作中全 く変化 しない被験者が6名お り、その6名の

動作時間は全体平均よりも約50msec短 くなってい
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についは明らかにできなかつた。          Vま とめ

股関節角度については、結果からわかるように   本研究では、バスケットボールにおけるボール

股関節を予め屈曲させ、そのままの角度でシュー  保持者の構えの有効性を明らかにするため、フリ

ト動作を行 うことが動作時間の短縮につながると  ―スローライン上からジャンプシュー トを行わせ、

考えられる。また、構えありで股関節に角度変化  その動作を分析 ・比較した。結果は以下に示す通

がなかつた6名のシュー ト確率は70。8%(34/48)、   りである。

角度変化があつた5名のシュー ト確率は62.5%(25/ (1)予 め構えることで、動作開始時間および動作時

40)であつた。シュー ト動作中に股関節角度が変化  間が短縮する。

すると言 うことは、主に大臀筋や腸腰筋 ・背筋群  (2)予 め構えることで、シュー ト動作時の関節角度

が働いているからである。大筋群が働 くと、シユ   に生じる変化が減少 し、シュー ト動作が安定す

― 卜時の正確な距離調整が難 しくなり、高い確率   ると考えられる。

でシュー トを決めることは困難になると考えられ  (3)予 め構えることで、シュー ト動作時の各関節角

る。そのため、大筋群は構えのまま固定し、動作   速度に生じるばらつきが減少 し、シュー ト動作

する部分を上腕筋群や下腿筋群など最小限にする   が安定すると考えられる。

ことで距離調整が行いやすくなり、シュー ト確率

が向上すると考えられる。この点に関する詳細に  Ⅵ参考文献

ついての検討は行えなかったので、今後検討 して  1)日 本バスケットボール協会 :バスケットボール
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